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ボーリング柱状図
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147.56 0.65 2.75
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凝灰岩
(Md)

145.31 2.25 5.00

風化凝灰
岩
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143.56 1.75 6.75
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凝灰岩
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褐
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埋土と推定。
上位シルト主体。
礫径10から50mm主体。
間隙に粘土分を多く含む粗粒砂充
填。

コアは柱状。岩質脆く指で破壊。
含水比は高位。

亀裂のない棒状コアである。含水
比は中位。
表面ザラつきあり、ハンマーで叩
くと中音。
容易に割れる。礫径5から10mmの
角礫点在。

棒状コア主体。全体に軟らかく表
面は爪は入る。
含水比は高位となり、岩質脆く容
易に割れる。
礫径5から15mmの角礫点在する。
6.20mより漏水激しい。

棒状コア主体となり、含水比は中
位。
全体にやや硬い風化凝灰岩である
ハンマー打撃時、中音。
礫径5から25mmの角礫、風化円礫
点在する。
色調は淡緑灰主体で、全体に若干
の褐灰色帯びる。
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